
ドクターヘリとの連携で救命率の向上をめざします�
�ドクターヘリは、救急現場やその近くまで医師・看護師を乗せて行けるため、いち早く治療が開始できます。平成21年に�
群馬県がドクターヘリの運行を開始して以来、渋川広域管内でも離着陸場が増え、それにともない出動要請も増えています。�

2012年12月15日�

広域だより�
発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課�
構成市町村：渋川市・吉岡町・榛東村�

・ドクターヘリの離着陸時にご注意を…２�

・ドクターヘリランデブーポイント一覧表…３�

・最終処分場を建設します…………４�

・防火ポスターコンクール…………５�

目　次〈主な内容〉�
・組合の財政事情……………………６�

・放射能濃度測定結果………………７�

・インフォメーション………………８�



vol.75

２

ン
タ
ー
に
所
属
す
る
フ
ラ
イ
ト
ド
ク

タ
ー
と
ナ
ー
ス
を
乗
せ
て
、
救
急
現

場
や
そ
の
近
く
ま
で
出
動
す
る
「
究

極
の
往
診
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と
で
す
。

群
馬
県
で
は
、
平
成
21
年
２
月
か

ら
、
前
橋
赤
十
字
病
院
を
基
地
病
院

と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運
航
し

て
い
ま
す
。
群
馬
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

事
業
に
よ
り
、
救
急
現
場
な
ど
で
医

師
に
よ
る
治
療
が
い
ち
早
く
始
め
ら

れ
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
機
内
で
治

療
を
続
け
な
が
ら
、
短
い
時
間
で
病

院
に
患
者
を
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
障

害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
の
こ
と

を
言
い
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
救
急
車
が

合
流
す
る
場
所
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、
渋
川
市
、

吉
岡
町
、
榛
東
村
に
あ
る
公
共
施
設
や

民
間
企
業
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学

校
・
公
園
・
運
動
場
等
に
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、
傷

病
（
事
故
・
災
害
・
急
病
）
等
の
発

生
か
ら
短
時
間
の
う
ち
に
、
医
師
の

治
療
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
な

る
べ
く
救
急
現
場
に
近
い
ラ
ン
デ
ブ

ー
ポ
イ
ン
ト
（
場
外
離
着
陸
場
）
に

着
陸
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
離
着
陸
す
る
と
き
は
、

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
等
に
よ
る
騒
音
や

強
い
吹
き
下
ろ
し
の
風
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
て

い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
近
づ
く
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。

こ
の
た
め
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離

着
陸
す
る
場
合
に
は
、
消
防
隊
が
出

動
し
安
全
の
確
保
を
行
い
ま
す
の
で
、

消
防
隊
員
の
指
示
に
従
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

救
急
医
療
に
必
要
な
医
療
器
材
と

前
橋
赤
十
字
病
院
高
度
救
急
救
命
セ
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渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、

水
沢
山
・
子
持
山
・
小
野
子
山

の
各
登
山
道
に
道
標
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
事
故
発
生

時
に
い
ち
早
く
現
場
を
特
定
す

る
こ
と
に
役
立
て
る
た
め
で
す
。

登
山
中
に
道
に
迷
っ
た
り
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、

通
報
の
時
に
近
く
の
道
標
番
号

を
電
話
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
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浸
出
水
処
理
設
備

遮
水
シ
ー
ト
で
受
け
た
浸
出
水
を
薬

品
処
理
し
、
再
び
散
水
で
き
る
水
質
ま

で
浄
化
す
る
設
備
で
す
。

管
理
棟

処
分
場
を
管
理
す
る
た
め
の
操
作
室

や
、
浸
出
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
、
会
議
室
、

ま
た
各
種
分
析
結
果
を
閲
覧
で
き
る
部

屋
な
ど
を
備
え
た
建
物
で
す
。

工
事
場
所

渋
川
市
小
野
子
３
６
６
５
番
地

処
分
場
の
形
態

ク
ロ
ー
ズ
ド
型
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場

埋
立
容
量

７
０
０
０
０
杉

工
　
期

平
成
24
年
12
月
か
ら
平
成
26
年
９
月

ま
で

契
約
金
額

30
億
９
４
３
５
万
円
（
税
込
み
）

工
事
請
負
業
者

瑞
穂
・
北
部
・
石
関
（
仮
称
）
渋
川

地
区
広
域
圏
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

建
設
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

広
域
組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て

い
た
最
終
処
分
場
（
渋
川
市
小
野
上
）
の

埋
立
許
容
量
が
満
杯
と
な
っ
た
た
め
、
同

地
区
に
新
最
終
処
分
場
を
建
設
し
ま
す
。

新
し
い
処
分
場
は
、
従
来
か
ら
あ
る

処
分
場
と
は
違
い
貯
留
構
造
物
を
覆
う

建
物
を
備
え
て
お
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
型

の
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
処
分
場
の
供
用
開
始
予
定
は
、
平
成

26
年
10
月
で
、
埋
め
立
て
期
間
は
15
年

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

貯
留
構
造
物

渋
川
市
行
幸
田
に
あ
る
渋
川
地
区
広

域
圏
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す
る
、

焼
却
灰
等
を
埋
め
立
て
る
部
分
で
す
。

被
覆
設
備

貯
留
構
造
物
を
覆
う
設
備
で
す
。
雨

水
の
流
入
を
防
ぎ
、
計
画
的
に
散
水
す

る
こ
と
で
焼
却
灰
等
の
安
定
化
を
図
り
、

同
時
に
飛
散
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

遮
水
設
備

埋
め
立
て
た
焼
却
灰
等
に
散
水
し
た

水
が
地
下
に
浸
透
し
な
い
よ
う
に
、
貯

留
構
造
物
の
最
下
部
を
防
水
シ
ー
ト
で

覆
い
ま
す
。

平成23年10月から清掃センターへの家庭系ごみの直接搬入が有料化となり、家庭からごみを直接持ち込む
件数が減少しています。そのため、搬入車両の渋滞が解消され、清掃センターでのごみ処理が効率よく行われ
るようになりました。
引き続き、少量のごみについては各地区のごみ集積所へ出していただきますようご協力をお願いします。

H23搬入台数

H24搬入台数

2,870

４月

968

3,218
５月

1,046

3,031

７月

892

3,692

８月

1,023

5,792

９月

727 959

810

10月

881

844

11月

1,074

12月

― ― ― ―

510

１月

472

２月

798

３月

2,984

６月

906

は、ごみの有料化後（H23.10～）家庭系ごみの直接搬入車両台数の推移
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▲救急活動訓練を見学する中島さん

９
月
６
日
、
渋
川
市
健
康
推
進
員
会

長
の
中
島
一
恵
さ
ん
が
一
日
救
急
隊
長

を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
救
急
の
日
（
救
急
医

療
週
間
）
に
合
わ
せ
て
、
多
く
の
人
に

救
急
業
務
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
当
日
は
救
急
活
動
の
訓
練
等
を
見

て
い
た
だ
き
、
署
員
に
対
し
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
９
日
、
元
渋
川
市
議
会

議
長
大
島
勝
昭
さ
ん
が
一
日
消
防
長
を

務
め
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
（
11
月
９
日
か
ら
15
日
）
に

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
火
災

予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

火
災
想
定
訓
練
に
つ
い
て
は
、
日
本

カ
ー
リ
ッ
ト
渋
川
工
場
よ
り
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
自
衛
消
防
隊

等
に
よ
る
初
動
・
情
報
提
供
訓
練
後
、

は
し
ご
車
や
化
学
消
防
車
に
よ
る
消
火

活
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
イ
シ
ア
渋
川
店
に
お
い
て

消
防
本
部
予
防
課
職
員
と
共
に
防
火
査

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲火災想定訓練の様子 ▲消防職員の服装等を点検する大島さん



vol.75

６

歳入合計 3,326,967千円　歳出合計 3,098,960千円�

借入金の残高　1,005,024千円�

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
が
、広
域
組
合
議
会
10
月
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。�

　
各
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、経
費
の
節
減
を
図

り
な
が
ら
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
33
億
２
６
９
６
万
７
千
円
、歳
出
30
億
９
８

９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。�

（平成23年度）�

消防施設・車両�
216,014千円�

項　　目� 金額等�

①互助会に対する助成金の額� 1,562千円�

②会員による掛金の額� 2,266千円�

③公費負担率①／(①+②) 40.8%

※助成金は、職員
の健康管理対策（人
間ドック費用一部
助成）と職員の団
体保険掛金（死亡
弔慰金）に使われ
ています。�

火葬場・斎場施設�
293,764千円�

（平成24年９月30日現在）�

�

分担金及び負担金�
2,801,253千円�
（84.2％）�

組合債�
72,800千円�
（2.2％）�

使用料及び手数料�
234,127千円�
（7.1％）�

国庫支出金�
44,192千円�
（1.3％）�

県支出金�
406千円�
（0.0％）�

その他�
　財産収入�
　繰 入 金�
　繰 越 金�
　諸 収 入�
174,189千円�
（5.2％）�

消防費�
1,467,628千円�
（47.4％）�

衛生費�
1,051,438千円�
（33.9％）�

歳
入�

歳
出� 総務費�

141,265千円�
（4.6％）�

公債費�
430,405千円�
（13.9％）�

その他�
　議 会 費�
　労 働 費 �
　教 育 費 �
8,224千円�
（0.2％）�

ごみ処理施設　495,246千円�

●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

渋
川
地
区
広
域
圏
が
一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
広
報
「
広
域
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
圏
域
の
行
政
情
報
を
提
供

し
ま
し
た
。
ま
た
、
構
成
市
町
村
の
特
徴
あ
る
緑
化
お
よ
び
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
助
成
等
を
行
う
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、、
防
火
を
呼
び
か
け
る
懸
垂
幕
、
横
断
幕
、
火
災
予
防
運

動
ポ
ス
タ
ー
等
を
作
成
し
、
防
火
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
掲

示
を
行
い
ま
し
た
。

●
救
急
医
療
事
業

休
日
在
宅
当
番
医
制
、
歯
科
在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
お
よ
び

夜
間
急
患
診
療
所
を
渋
川
地
区
医
師
会
と
渋
川
北
群
馬
歯
科
医
師
会
の
協

力
を
得
て
実
施
し
、
地
域
住
民
の
常
時
診
療
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
し
た
。

●
火
葬
場
・
斎
場
事
業

圏
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
め
ざ
し
て
、
渋
川
広
域
斎
場
「
し

ら
ゆ
り
聖
苑
」
の
管
理
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

●
ご
み
処
理
事
業

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
処
理
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
、
す
べ
て

の
祝
祭
日
（
年
末
年
始
お
よ
び
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
ご
み
受
入
を
実

施
し
、
各
設
備
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
稼
働
後
19
年
目
に
入
り
、
付
属
機
器
等
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
各
種
機
器
の
補
修
及
び
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
お
い
て
、
び
ん
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化

に
努
め
ま
し
た
。

●
し
尿
処
理
事
業

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理
業
務
の
遂
行
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、

各
種
機
器
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

汚
泥
処
理
に
つ
い
て
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
を
行
い
、
そ
の
適
正
処
理

に
努
め
ま
し
た
。

●
消
防
救
急
事
業
　

圏
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
各
種
火

災
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
ま
し
た
。

車
両
で
は
、
老
朽
化
し
た
救
急
南
１
号
車
（
高
規
格
救
急
自
動
車
）
の

更
新
を
行
い
、
消
防
力
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

●
教
育
関
係
事
業

圏
域
住
民
の
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
、

広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
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●清掃センター　牲23－0460�
　年末は１２月29日(土)と１２月30日(日)が休みになります。�
�12月31日(月)については通常どおり受入を行います。�
�年始は１月１日（火）から１月３日（木）まで休みになります。�
�搬入できる時間は、午前８時30分から午後４時30分（12時から１時を除く）までですが、午前中は12時、�
　午後は４時30分には退場できるよう余裕をもって、搬入してください。�
��
��
�
�

●環境クリーンセンター　牲23－3007�
　し尿汲み取りの許可業者は右表のとおり休みに�
　なります。年末のし尿汲み取りは、早めに許可�
　業者へ依頼をしてください。�
�
　　　　�

●しらゆり聖苑（火葬場・斎場）　牲30－3331�
　１月１日（火）から１月３日（木）まで休みになります。�
　火葬・式場の予約は、上記休みに関係なく24時間申込ができます。�
　小動物の火葬予約は、８時30分から午後５時15分までです。�

　※伊香保運送(有)については、伊香保地区内、(有)群馬サポート�
　　については、榛東村地内の汲み取りとなります。�
�
�
�
�

許可業者名� 電話番号� 休業日�

（有）渋川衛生社�

（有）関東清掃社�

伊香保運送（有）�

（有）北群馬衛生社�

（有）群馬サポート�

�

牲22-0923�

牲22-0294�

牲72-2434�

牲54-2768�

牲54-2322

12/29－1/6�

12/29－1/6�

12/29－1/3�

12/29－1/6　�

12/28－1/6

年末は、家庭や事業所から持ち込まれるごみの量が非常に多くなり、搬入車両の渋滞がおこります
ので、「早めの搬出」にご協力をお願いするとともに、少量の家庭ごみの場合は、ごみ集積場への搬
出をお願いします。

発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課�
　　　〒377-0007 渋川市石原1434-1（　0279-60-5200) 【再生紙を使用しています】

●しらゆり聖苑（火葬場・斎場）
　待合室増築工事実施について�
　平成24年 12月から平
成25年７月まで、待合室
増築工事を実施します。�
　施設利用の際、工事車両
及び工事の騒音などでご迷
惑をおかけする場合もあり
ますが、ご理解とご協力を
お願いします。�
�

渋川広域斎場しらゆり聖苑�
牲30ー3331 

問い合わせ先�
�

　夜間急患診療所は、渋川市福祉庁舎（渋川ほっとプラザ）の１階
にあります。夜間の急な発病や、けがをした時にご利用ください。�
●診療時間�
毎日午後７時から午後11時�
●診療科目�
初期診療：内科、外科、小児科�
●電話番号�
牲２３-８８９９�

�


